
７ 真珠の輸出状況

● 真珠は、我が国水産物の輸出額の上位を占める主要な輸出水産物。

● リーマンショック後の世界的な景気悪化の影響により輸出は低迷していたが、平成25年からは上昇に転じ、
平成27年以降の輸出金額（真珠製品を含む）は300億円台に回復。

● 香港の情勢不安や新型コロナウイルス感染症の影響により、Ｒ２年の輸出額は前年比８割弱減少したが、R
３年は２００億円、R５年には平成元年以降最高の589億円にまで増加。

出典：財務省貿易統計

真珠の輸出額の推移 ※真珠製品を含む
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戦略的
養殖品目

2030年

生産目標

2030年

輸出目標
対象マーケット 生産方向

ブリ類
24万トン

（2018年 14万トン）

1,600億円

（2018年 160億円）

〇 北米市場の拡大、アジア・EU

市場、国内需要創出 等

〇 生産性向上による生産拡大、養殖管理の

徹底やHACCP導入等

マダイ
11万トン

（2018年 6万トン）

600億円

（2018年 50億円）

〇 アジア市場の拡大、EU等の市

場、国内需要創出 等

〇 生産性向上による生産拡大、養殖管理の

徹底やHACCP導入等

クロマグロ
2万トン

（2018年 2万トン）
－

〇 国内市場の維持、アジア市場

等の拡大

〇 日本でしか実現できない定時・定質・定

量・

定価格を追求する質の生産

サケ・マス類
3～4万トン

（2018年 2万トン）
－

〇 国内の輸入養殖サーモン市場

の獲得

〇 日本でしか実現できない定時・定質・定

量・

定価格を追求する質の生産

新魚種（ハタ類等）
1～2万トン

（2018年 0万トン）
－

〇 アジア等市場の創出、国内天

然魚需要の代替
〇 天然魚市場と差別化した生産体制の構築

ホタテガイ
21万トン

（2018年 17万トン）

1,150億円

（2018年 477億円）

〇 北米市場の拡大、アジアを経
由しない北米・ＥＵ輸出の創出

〇 国内消費用途拡大による新規
国内市場の創出

〇 品質と食の安全を高いレベルで実現する
生産

〇 高付加価値品の中国を経由しない輸出
の
拡大と生食以外の国内市場の掘り起こし

真珠 200億円（2027年目標）

（2018年 170億円）
472億円

（2018年 373億円）

〇 真珠の品質向上と需要の増進
〇 アジアや欧米等の海外市場の
創出

〇 母貝の歩留まりや真珠の品質を高いレベ
ルで実現する生産

〇 海外市場の拡大と品質の高い真珠の安
定供給による国内市場の掘り起こし

※ 真珠の生産目標については、真珠の振興に関する法律第２条第１項の規定に基づく「真珠産業及び真珠に係る宝飾文化の振興に関する基本方針」に基づき、平成39年の真珠養殖業の生産額の目標
が200億円と定められているため、当該生産額を目標とする。

養殖業の今後の成長目標と方針
（水産庁「養殖業成長産業化総合戦略」より）
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（参考）認定農林水産物・食品輸出促進団体（認定品目団体）について
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●輸出品目ごとに、生産から販売に至る関係者が連携し、輸出の促進を図る法人を、国が輸出促進法に基
づき「認定農林水産物・食品輸出促進団体」（認定品目団体）として認定する制度を令和４年10月より開始。

●認定品目団体等が行う業界全体の輸出力強化に向けた取組を支援中。


